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名嘉真三成
み
みじいたまいmidzftamai［名］水たまり。水のたまっている場所。⑳～ゆくいい（水
たまりを越える)。
みしいていいmisYtii［動］見捨てる。助けなければならない相手をほうっておき、自分
のみの行為を行う。⑳ひとう－～(人を見捨てる)。
みじいでっぽ－midzfdeppo2［名］（新）水鉄砲。筒の穴から水を飛ばす玩具。⑳～ひ－
あすう（水鉄砲で遊ぶ)。
みじぃどうい、idzfdui［名］（動）水鳥。水辺にすんで、魚を餌にする鳥。海鳥はいんど
ういと言う。
みじぃどうぐなmidzfdukuna［名］水所。水の多い所。水の豊富な所。おいしい水のあ
る所。⑳や_ま－～(八重山は水所だ)。
みじぃなmidzIna［名］（植）水菜。水辺に生えている草。
みじいに－midzfnix［名］水煮。肉や野菜などを薄味の水で煮ること。⑳いう_～に
あしぃ（魚を水煮にする)。
みじいぬmidzfnu［名］（魚）いわし類。体は細長く、青緑色の背中を持つ魚。
みじいぬいmidzTnui［名］壬。みずのえ。十千の第９。かのと（辛）の次。
みじいぬうとうmidzinuutu［名］（連）水の音。水が流れる時などの音。⑳～ぬどう
ちぃかい－うい（水の音が聞こえる)。
みじいぬとうmidzYnutu［名］癸。みずのと。十干の第10番目。みずのえ（壬）の次。
みじいぬんmidzfnuU［名］水飲み。水を飲むこと。⑳かぬきや－～がはり－にや－
ん（彼らは水飲みに行った)。
みじいばたmidzfbata［名］水腹。水分を取り過ぎた時の腹。
みじいばなmidzTbana［名］水演。水のようにたれる鼻水。みじいばんだいとも言う。
みじいばらんmidzfparaO［名］水ぶくれ。水がたまって皮膚の一部が腫れること。⑳
～ぬいでいい（水ぶくれが出る)。
みじぃばんmidziibaU［名］水番。水が盗まれないように番をすること。水道のない時代
は、井戸や水を汲んだバケツなどから水を盗まれないように見張った。
みじぃばんだいmidzfpandai［名］水漢。水のようにたれる鼻水。みじぃぱなとも言う。
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鼻汁のことは、はんだいと言う。
みじいふうんmidzffuU［名］水汲み。水を汲むこと。動詞の汲むは、んんと言う。⑳
～なひ－んみ－にや－ん（水汲みで濡れてしまった)。
みじいぶす《miszTbusuku［名］水不足。旱ばつなどで、水の量が足りなくなること。
⑳みじいぶすぐ_ひ－き－ぬかりい（水不足で木が枯れる)。
みじいまきmidzImaki［名］水まけ。水仕事のしすぎで皮層が痛むこと。
みじいまちぃmidzrmatsf［名］水まき。水をまくこと。道路などに水をまいて、ほこり
がたたないようにすること。
みじいまっふあmidzfmaffa［名］（新）頭を冷やすために中に水を入れたゴム製の枕。
⑳～ひ－かなまいゆひやしぃ（水枕で頭を冷やす)。
みしいみｍｉｓｆｍｉ［名］三隅。三つの隅。中央から離れた三つの部分。ゆしいみ（四隅)。
みしいみしぃmisfmisf［副］（新）見す見す。事がどうなるか分かっていながら、何もで
きない状態。⑳はんIこんい～ひんがひ－にや－ん（犯人を見す見す逃がしてしまっ
た)。
みじいむぃmidzImui［名］見積り。
みじいむぃmidzfmui［動］見積る。
みじいやmidzTja［名］水屋。台所の食器入れの戸だな。
みしむぬmilimunu［名］見せ物。おおぜいの人に興味を持って見せるもの。またそのこ
と。⑳くいざる－みしむぬ－あらん（この猿は見せものではない)。
みじいらしいかんmidzYrasIkaU［形］珍しい。見聞きする機会が少ない。不審である。
⑳かいがふう－<とう－～(彼が来るのは珍しい)。
みじゆんmid3uU［名］（魚）いわし。みじいぬとも言う。
みすみいmisumii［動］見初める。一目見て恋心を持つ。⑳あはらぎみどうんぬ～(美
しい女'性を見初める)。
みすりmisuri［名］目覚め。目が覚めること。眠りから覚めること。⑳なっちゃ～ぬ
どうばいかい（夏は目覚めが悪い)。
みすりいmisurii［動］目覚める。眠りから覚めて、刺激に反応する。⑳んなまなぎや_
しや－かどう～(最近は早朝に目覚める)。
みだしぃmidasf［動］（新）乱す。秩序がないようにする。⑳ゆいなかう～(世の中を
乱す)。
みだちぃmidatsf［動］（新）目立つ。他の物とはっきり区別されて見える。⑪やぐみ
～むぬ（大変目立つものだ)。
みたてぃmitati［名］見立て。見込み。⑳あいぬみたていんどうなり－うぃ（そ
のような目立てになっている)。
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みたていいmitatii［動］見たてる。見て選び定める。⑳じゃうちいんい～(いい着物
を見たてる)。
みだまｍｉｄａｍａ［名］目玉。ビー玉。遊び用のガラス玉。⑳みだまうびちぃ（ビー玉
遊びをする)。
みだりmidari［名］乱れ。乱れること。秩序がなくなること。ゆ－ぬみだり（世の乱
れ)。
みだりいmidarii［動］乱れる。秩序がなくなる。⑳ゆ－ぬ～(世が乱れる)。
みだりゆ－midarijux［名］乱れ世。乱れた世。秩序を失った世。んきや－んぬ～(昔の
乱れ世)。
－みちい‐mitsY［接尾］めく゜擬声語や擬態語などについて動詞をつくり、いかにもそ
ういう状態であることを示す。ぶとうみちぃ（心臓がドキドキする)。がらみちぃ（下
駄などがガラガラする)。ただし、春めくや夏め<などの表現はない。
みちいあみmitsYami［名］三つ編み。髪を三つ編みにする髪型。昔の女生徒にはやった
髪型の一つ。
みちいぐmitslgu［名］三つ子。一回の出産で生まれた三人の子。
みちいばmitslba［名］三葉。三枚の葉。香のいい三枚の葉からなる野菜。
みちいまたmitsfmata［名］三つ又。三方へ分かれる所。ゆまた（四つ又)。
みちゃ－い、itlaXi［名］三人。三名の人数。たうきゃ－（－人)、ふうた－いに人)、
みちゃ－い（三人)、ゆた－い（四人)、いちいぬひとう（五人)、むいぬひとう（六
人)、ななぬひとう（七人)、や－ぬひとう（八人)、くぐいひとう（九人)、とう－ぬひ
とう（十人）のように数える。
みつきやmikkja［名］ものもらい。目の縁にできるはれもの。みつきやちぃ－きゃとも
￣＞
百つ。
みつきやちぃ－きゃmikkjatsT:kja［名］ものもらい。日の縁のできもの。
みつとうるんmitturuU［名］ぼんやりすること。なすべき事をしないこと。⑳みつとう
るんなひ－しいかまうふん（ぼんやりして仕事をしない)。
みつふぁかんmiffakaU［形］憎い。相手のことがたまらなくいやな状態。相手のした事
が立派で参ったという、「にくいことを言う」のような意味はない。⑳ならがっふあ
－みつふあっふあにや－ん（自分の子供は`憎くはない)。
みとうい、itui［動］（新）看取る。病人に対して適切な世話をする。⑳やんひとう－
～(病人を看取る)。
みとうい、itui［動］（新）要る。妻として迎え入れる。⑪とうっじゅ～(妻を要る)。
みとう-い、itu:ｉ［名］三通り。三つの方法。ひとうとう－い（－通りハふうたとう－
いに通り）、みとう－い（三通り）、ゆとう－い（四通り）、いちいとう－い（五通
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り)、むとう－い（六通り）、ななとう－い（七通り)、やとう￣い（八通り)、<とう￣
い（九通り)、とうとう－い（十通り）のように言う。⑳みとう－いぬあしぃかたぬ
どうあい（三通りのやり方がある)。
みとう－しぃmituxsI［名］見通し。将来の事を予測して知ること。⑳っぶあがみとう￣
っさあたらん（君の見通しはあたらない)。
みとう－しぃmituxsi［動］見通す。最初から終りまで全て見る。またその裏に隠されて
いる事を予測して知る。⑳かいがかんがいゆ～(彼の考えを見通す)。
みどうくるmidukuru［名］見所。見る価値のある場面や場所。⑬うぬしばいぬみど
うくる－んじゃやいば（その芝居の見所はどこだ)。
みとうしぃmitusf［名］三年。ある時から三年たった年。ひとうとうしぃ（一年)、ふう
たとうしいに年)、みとうしぃ（三年)、ゆとうしぃ（四年)、いちいとうしぃ（五
年)、むとうしぃ（六年)、ななとうしぃ（七年)、やとうしぃ（八年)、くくとうしい
（九年)、とうとうしぃ（十年）と数える。⑳かいがはり－から～(彼が帰ってから
三年だ)。
みとうどうきし、mitudukii［動］見届ける。何かある事を、自分自身の目で確める｡⑳つ
ふあいぱしいんかいぬ_いきやがみ～(子供がバスに乗るまで見届ける)。
みとうみmitumi［名］認め。事実はそのとおりだと相手に知らせること｡⑳かいがみ
とうみぬどうあたり－うい（彼の認めが正しい)。みとうみいん（認め印)。
みとうみいmitumii［動］認める。その事やある物の存在が事実だと判断する。⑳うぬ
くとう－まくとうぬくとうてい－～(その事は真実だと認める)。
みとうみいんmitumiiU［名］（新）認め印。略式の印判。じちぃいん（実印）の対義語。
⑳みとうみいんぬうしぃ（認め印を押す)。印鑑には、普通はん（判）と言う。
みとうりいmiturii［動］見とれる。あまりの見事さに我を忘れてうっとり見る。⑬あは
らぎみどうんかい～(美しい女性に見とれる)。
みどうんmiduU［名］女。女性。人間のうちで、子供を産む機能を持つ方。ぴきどうん
（男、男性）の対。妻以外の愛人に対しても使う。みどうんぴきどうん（男女)。⑳みど
うんぬなしぃ（女の子を産む)。みどうんぬとうみい（女性と結婚する)。
みどうんあす－miduUasux［名］女遊び。女の人と好意を抱いてつき合うこと・びきど
うんあす－（男遊び）の対語。⑳みどうんあす－やひ_や－んかいく￣ん（女遊
びで家にも帰って来ない)。
みどうんうやmiduUUja［名］女親。母親。子供を産んだ方の親。びきどうんうや（男
親）の対義語。⑳みどうんうや－まないかん（母親は優しい)。
みどうんうんmiduUun［名］女運。女性に対する相性。ぴきどうんうん（男運）は対義
語。⑳ば－みどうんうんぬどうばいかい（ぼくは女運が悪い)。
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みどうんかじゃmiduUkad3a［名］女の匂い。女性特有の香ばしい匂い。対義語は、ぴ
ぎどうんかじゃ（男の匂い)。⑳みどうんかじゃぬどうひ－うい（女の匂いがして
いる)。
みどうんかたmiduUkata［名］女方。女の方。嫁の方の親戚。びきどうんかた（男方、
婿の方の親戚）の対。みどうんかたぬはらうじぃ（女方の親戚)。⑳んみゃみどうんか
た－うぐな－り_どううい（もう女方の親戚は集まっている)。
みどうんぎかんmiduOgikaU［形］女のような様子。女のようにおとなしく、弱々しい男
の状態。ぴきどうんぎかん（男のような様子、男まさりな様子）の対。⑬っぶあがう
っとう－～(君の弟は女のように女々しい)。
みどうんぎぐいmiduUgigui［名］女のような声。女のような高い声。ぴきどうんぎぐい
（男のような声）の対義語。
みどうんぎむぬmiduUgimunu［名］女のような者。女のようにおとなしく、弱々しい男。
その対義語はびきどうんぎむぬ（男のような女）と言う。⑳かいびきどうんな
～(あの男は女のような奴だ)。
みどうんきゃうだし、miduOkjaudai［名］女のきょうだい。姉妹。びきどうんきゃうだい
（男きょうだい）の対。⑳っぶあ－みどうんきゃうだいやいふうた－いが（あなた
は女のきょうだいは何人ですか)。
みどうんぐいmiduUgui［名］女声。女性の声。または男が芝居などで演じる時の女の声。
びきどうんぐい（男声）は対義語を示す。⑳みどうんぐいゆいだしぃ（女のような声
を出す)。
みどうんしいかしやmiduUsrkala［名］女をだます人。女たらし。びきどうんしいかし
や（男をだます女）は反対語。⑳かりや－やぐみ～(彼はたいへんな女たらしだ)。
みどうんっふぁmiduUffa［名］女の子。将来子供を産める機能を持つ子。男の子はびき
どうんつふあと言う。⑳みどうんつふあうなしぃ（女の子を産む)。
みどうんぬしぃmidunnusT［名］女主人。家計をきりもりする中心的女性。ぴきどうん
ぬしぃ（男主人）の対。⑳くまぬや一やみどうんぬしいぬどうういにこの家は
女主人がいる)。
みどうんびきどうんmidumbikiduU［連］男女。男と女。⑳～んーなうぐな－り－
どううい（男女皆集まっている)。
みどうんぶりmidumburi［名］女惚れ。女好き。女性に興味を示すこと。
みどうんむぬmidummunu［名］女物。女性用の物。女性が身につけたり利用したりす
る物。びきどうんむぬ（男物）の対。⑳うつとうぬつち－ういむい－～(弟が着
ているものは女物だ)。
みどうんやらびmiduOjarabi［名］女童。女の子。少女。びきどうんやらび（男の子）
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｝よ対義語。⑳みどうんやらびぬどうあすび－うい（女の子が遊んでいる)。
みなうしぃminausf［動］見直す。評価を変える。
みなかｍｉｍａｋａ［名］庭。家の前にある広場で、作業をしたり目を楽しませたりする所。
⑳みなかんあすう（庭で遊ぶ)。
みなぎminagi［名］（新）身投げ。高い所から飛び降りて命を絶つこと。
みなぐるしぃmimagurusf［名］（新）皆殺し。そこにいる人を全て殺すこと。
みなとうminatu［名］港。船の出入りする場所。⑳みなとうんかいふうにぬはいい
（港に船が入る)。
みなむとうminamutu［名］（新）源。物事の始まる元のこと。
みならいminarai［名］見習い。物事を見習うこと。またその期間に従事する人。⑳み
ならいやひ_どうふんさいよ－んない（見習いをして本採用になる)。
みならうminarau［動］見習う。上手な人の行為を見て、その技術などを習得する。⑬
しんし－があしぃかたうみならい（先生のやり方を見習え)。
みなりminari［名］（新）身なり。人の前に出るための整った衣服のあり方。⑳しゅ－
やみなりぬどうじやうかい（おじいさんは身なりが立派だ)。
みなりいminarii［動］見慣れる。何回も見て知っている。⑳あいぬくとう－ぎゃ－
みなり－どううい（そのような事は見慣れている)。
みなんminaU［名］三波。三つ目の波。ひとうなん（一波)、ふうたなん（二波)、みな
ん（三波)、ゆなん（四波)、いちぃなん（五波)、むなん（六波)、なななん（七波)、
はちなん（八波)、<くなん（九波)、とうなん（十波）のように数える。⑳みなんひ－
ふうにゃ－かたうき－にゃ－ん（三つ目の波で舟は傾いてしまった)。
みなんかminaUka［名］三七日。人の死後二十一日目に行う法事。⑳きゅ－やんまが
～(今日はおばあさんの三七日だ)。はちぃなんか（初七日)、ふうたなんか（二七
日)、みなんか（三七日)、ゆなんか（四七日)、いちいなんか（五七日)、むなんか（六
七日)、なななんか（七七日。しじゅ－くにちとも言う）と呼ぶ。
みにうちい、iniutsi［名］（新）峰打ち。刀の背で打つこと。昔の子供達はよくチャンバ
ラごっこをした。その時、よくみにうちぃ（峰打ち）の動作も見られた。
みぬいminui［名］（新）実り。作物などが熟れること。みぬいめじき（実りの季節)。
みぬいminui［動］（新）実る。作物などが熟したり、実がなったりする。⑬まいぬどう
みいり_うい（米が実っている)。
みぬがしぃminugasf［動］見逃がす。都合で見る機会を失う。また何らかの方法を講じ
ないで済ませる。⑳むぬいすんぬ～(盗みを見逃す)。
みぬまま－い、inumamaxi［名］（新）身の回り。その人の日常生活の生じる所。⑳みぬ
まま－いゆカコたじいき－うき（身の回りをきれいにしておけ)。
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みの－minoz［名］（新）未納。お金などを、まだ納めないこと。⑳っぶあ－<んちい
きぶんな～(君は今月分は未納だ)。
みはいmihai［名］見張り。見落さないように注目して見ること。
みはいmihai［動］見張る。気を配って見逃さないように見る。
みばい、ibai［名］見栄え。その物の実質とは別に、見た目によく映ること。じゃうみ
ばぃ（いい見栄え)。⑳みばいぬどうじやうかい（見栄えが良い)。
みばい、ibai［名］（魚）めばる。目・口が大きく体が黒い近海魚。魚汁にして食するこ
とが多い。
みばい、ibai［名］（新）芽生え。植物の芽が現れること。っさいみぱい（草の芽生え)。
みばいいmibaii［動］芽生える。種や技から葉になるものが現れる。⑳き－ぬゆだか
らみ－ぬ～(木の枝から芽が芽生える)。
みはがmihaga［名］目剥げ者。目が充血したりただれたりした者。目がよく見えない人
にも使う。
みはぎmihagi［名］目剥げ。目の充血やただれなどで、目がよく見えないこと。みはぎ
ばとう（目の見えない鳩)。
みはぎいんmihagiiU［名］目剥げ犬。病気などで目が剥げて、物がよく見えない犬。⑳
みはぎいんいうい（目剥げ犬がいる)。
みはぎかんmihagikaU［形］目剥げの状態。目の充血やただれなどで、目がよく見えな
い様子。⑳ば－みはざかいぱむぬ_み－らいん（ぼくは目剥げ状態だから、物が
見えない)。
みはぎばとうmihagibatu［名］目が剥げた鳩。病気などで目が剥げ、視力が悪い鳩。昔
はよく鳩が飼われていた。目が剥げて視力の弱くなった人にも言う。⑳みはぎぱとうぬ
どうなき－うい（目の悪い鳩が鳴いている)。
みはぎまゆmihagimaju［名］目が剥げた猫。病気などで目がただれ、視力が落ちた猫。
日の悪い人にも使われる卑下した表現。⑳みはぎまゆんなゆむぬ－とうらいん（目
の悪い猫にはねずみは捕れない)。
みはなmihana［名］目鼻。顔。体の上部にある、目・鼻・口などのある所。かぎみはな
（美しい顔)。ま－くみはな（丸顔)。ながみはな（長い顔)。しかくみはな（四角い顔)。
⑳みはないかぎかん（顔が美しい)。
みはなしぃmihanasY［動］（新）見離す。もうだめだと思って、世話することなどをや
める。⑳いしゃぬ～(医者が見離す)。
みはないいるmihananuiru［連］顔色。健康のよしあしを示す顔の色。じゃうみはない
いる（いい顔色)。⑳みはないいるいばいかん（顔色が悪い)。
みぷたいかんmiputaikaO［形］まぶしい。光が強すぎて目が明けられないような状態。
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⑬なっちゃてぃだぬひかいぬちゃ－かいば～(夏は太陽の光が強いのでまぶし
い)。
みぷたむぬmiputamunu［名］まぶしい物。輝き過ぎて目にまぶしい物。⑳みぷたむぬ
いどうひかり－うぃ（まぶしい物が光っている)。
みふんｍｉ①ｕＯ［名］（新）見本。あるものの全体の性格を人に知らせるための現物また
は模造品。⑳みふんぬうくり－ふい－る（見本を送って下さい)。
みぷんmibuU［名］身分。職種や職階などの区別によって作られた一種の垣根のこと。
たかみぶん（高い身分)。しいたいみぶん（下の身分)。⑳みぶんぬあかし（身分を明
らかにせよ)。
みま－しぃmimaxsf［動］見回す。四方を見わたす。
みまいｍｉｍａｉ［名］見舞い。病気などの人に会い元気づけたりすること。みまいびとう
（見舞い人)。⑬みまいゆあしぃ（見舞いをする)。
みまいｍｉｍａｉ［名］（新）めまい。貧血などで目がくらむこと。⑳みまいぬどうひ－
うい（めまいがする)。
みまうｍｉｍａｕ［動］見舞う。病気などの人に会い、無事かどうか尋ねる。⑳やみ一う
いひとう－～(病気の人を見舞う)。
みまむし、ｍｉｍａｍｕｉ［動］（新）見守る。事の成行きやそのものが安全であるように注意
して見る。⑳っふあいふどういきや～(子供が大きくなるまで見守る)。
みむし、ｍｉｍｕｉ［名］（新）目盛り。ものさしやはかりなどの量を知るための印。⑳みむい
ゆまさがんてい_みい（目盛りを正確に見る)。
みむちぃmimutsf［名］身持ち。真人間としての生活態度。妊娠した状態の意味はない。
じゃうみむちぃ（いい身持ち)。ばいみむちぃ（悪い身持ち)。⑬みむちぃぬどうかぎ
かい（身持ちがきれいだ)。
みむとうｍｉｍｕｔｕ［名］身元。人の戸籍や経歴などに関する全てのこと。⑳かいがみ
むとう－つさいん（彼の身元は分からない)。
みむとうmimutu［名］（新）目許。目のあたり。⑳みむとうぬどうっふうみ_うい
（目許が黒ずんでいる)。
みむぬｍｉｍｕｎｕ［名］見物。見る価値のあるもの。⑳っぶあがなうゆあしいかどう
みむぬだら（君が何をするかが見物だ)。
みやしぃmijasf［名］目安。基準。物事を行ったり事象が生じたりする時の一定の基に
なるもの。⑳むぬいだうりぬみやっさちいき－あっす（ものの道理の目安をつ
けてやれ)。
みやにmijani［名］（新）目やに。日から出る黄色い粘液。み_ぬつす（目くそ）とも言
う。⑬みやにぬいでいい（目やlこが出る)。
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みや－かrnja:ｋａ［名］御墓。穴を堀り石を積んで石棺に似せた昔の古い墓。平良市の久
松集落に見える。
みや－《mjazku［名］（地）宮古。沖縄県宮古島の地名。沖縄本島から南西の方向へ約
三百キロ行った所にある。面積約160平方キロ、周囲約１１５キロの琉球石灰岩でできた
台地状の島。人口約五万三千人。宮古本島の外、いきま（池間)、うがん（大神)、いら
う（伊良部)、つふいま（来間)、たらま（多良間）などの離島からなる。平良市、城辺
町、下地町、伊良部町、上野村、多良間村の６つがある。現在は毎年４月に行われるト
ライアスロン競技で有名な島。
言語や風習は奄美沖縄や八重山とも違ってユニークである。古語や古い祭祀が多く保
持されている。
農業と漁業が盛んで、カツオ漁、サトウキビ栽培を主とする。
みや－《mjaZku［名］都。都会。人口が多く、にぎやかな所。文化や経済の中心地と
なる。いなか（田舎）の対義語。⑳と－きよ－ややぐみみゃ－<だら（東京は大変
な都会だ)。
みや－くじぃちぃmjaxkudzrtsr［名］宮古節。年中行事の一つ。旧暦の八月に村の中央
の広場じゃ－（座）で行う祭。人頭税が施行されていた時代、過重労働から解放する目
的で始められたことに端を発する。豊年祭の一種。子供から大人まで老若男女で祝う。
踊りや角力などが行われ、出店でにぎわう。
みや－くじいまmjaxkudzima［名］（地）宮古島。沖縄本当の南西約三百キロにある島。
単にみや－くとも言う。
みや－くじいまmjazkudzrma［名］宮古角力。宮古式の角力。最初から組み、相手が倒
れるまで行う。
みや－〈じよ－ふうmjaxkud3oxfu［名］宮古上布。宮古で織った布。琉球王朝時代は上
納の対象になった。ぶ－（麻）を紡ぎ機で織ってつくる。
みや－＜たうがに－mjaxkutauganix［名］宮古トーガニー。宮古のアーグ（歌謡）の一
種。ゆっくりした曲で、叙'情的な歌詩を内容とする。いらうたうがに－（伊良部トーガ
ニー）という歌もある。たうがに－（トーガニー)。たうがに－あ－ぐ（トーガニー歌
謡)。
みや－〈びとうmjaxkubitu［名］宮古人。宮古の人。宮古出身の人。うちいな_びとう
（沖縄の人)。や－まびとう（八重山の人)。⑳ぱ－～(ぼくは宮古の人だ)。
みや－《ぐんmjaxkuguU［名］宮古郡。宮古という行政区画の一つ。⑳っさら－みや
－<ぐんぬなかんどうはいり－うい（平良は宮古郡の中に入っている)。
みや－ぐんmjaxguU［名］（地名）宮国。宮古の上野村にある地名。宮古本島の東部に位
置し、戸数約１００，人口約４００の集落。
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みや－しぃmjaxsii［動］比べる。比較する。二つ以上のものをつき合わせて、その違い
などを調べる。⑳くいとうかいとう－～(これとあれを比較する)。見合わすからの
変化形か。
みや－らびmjaxrabi［名］女童。乙女。娘。年の若い女性。
みや《mjaku［名］（新）脈。動物の体に張っている血管。⑳みや<－はかい（脈をは
かる)。
みやぶいmijabui［動］（新）見破る。秘密にしていたものを見抜く。⑳ていきぬかん
がいゆ～(敵の考えを見破る)。
みゆｍｉｊｕ［名］（新）御世。その神や王又は天皇が治めている間・しょ￣えんおーい
～(尚円王の御世)。へ－せ－ぬ～(平成の御世)。
みゆ－い、juxi［名］姪甥。その人の兄弟・姉妹の娘や男の子。姪と甥を別々に言うこと
はない。⑳くいっふあ－ぱが～(この子はぼくの姪甥だ)。
みゆ－とう，njuxtu［名］夫婦。めおと。結婚して一緒に生計を支える－組の男女・普通
とうじいぶとう（夫婦）と言う。⑬〈いびきどうんとうかいみどうんな～(こ
の男とあの女は夫婦だ)。
みり《んmiriku。［動］（新）めり込む。押されて中の方へ入り込むかはまり込む。⑳く
るまいやどうい～(車の戸がめり込む)。
みる《miruku［名］弥勒。全ての人を救うという菩薩。みるくゆ－（弥勒世)。⑳みる
〈ぬどうたし一いき－ふい－さまい（弥勒菩薩が助けて下さる)。
みる〈miruku［名］（新）ミルク。牛乳。普通は、うしいぬちぃ￣（牛の乳）と言う。
⑪あかっぶあんかいみるく_ぬまし（赤ちゃんにミルクを飲ませ)。
みる《どうしぃmirukudusl［名］弥勒年。菩薩に守られ豊作になった年。⑳くとうつさ
～(今年は弥勒年だ)。
みるくゆ＿mirukUjux［名］弥勒世。菩薩の救いのある豊かで安らぎのある世の中。⑳み
るくゆ－やじゃうゆ－ど－（弥勒世はいい世だ)。
みるくゆが.i､－mirukujuga①ｕｘ［名］弥勒世果報。豊年。豊かな御世。弥勒菩薩に守ら
れ豊作になった御世。
みるんmiruU［名］（新）メロン。丸いスイカのような果物。マスクメロンやスイートメ
ロンなど。
みんｍｉＵ［名］耳。頭の両側にあり、音や声を聞いたり体の平衡を保つ器官。「耳が痛
い｣、「耳に逆らう｣、「鍋の耳｣、「耳をそろえて借金を返す｣、「食パンの耳」などの派生
的用法はない。⑳みんひ－うとう－ちぃふう（耳で音を聞く)。
みんが－miUgaX［名］耳皮。耳の皮。⑳みんが－ぬはぎい（耳の皮が剥げる)。
みんぐmiUgu［名］耳の聞こえないこと。またその人。みんぴしらとも言う。⑳みんぐ
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_ひ－むぬいちぃかいん（耳が聞こえない者で、もの力§聞こえない)。
みんさ－miUsax［名］ミンサー織り。八重山で織った織物の一種。
みんだし、mindai［名］耳だれ。耳から膿が出る病気。またその膿。⑳みんだいぬいで
いい（耳だれが出る)。
みんたうmintau［名］耳たぶ。耳の下の方のふくらんだ部分。⑱みんたうぬがぱ－か
ん（耳たぶが大きい)。
みんたつぷあmintavva［名］耳たぶの下の辺りの頬に近い部分。平手打ちをする部分。
⑬みんたつぶあううちや－しぃ（平手打ちをする)。
みんたまmintama［名］目玉。また目玉の大きい人。うふみんたま（大きい目玉)。い
みみんたま（小さい目玉)。⑳～ぬがば－かん（目玉が大きい)。かりや_～(彼は
目玉の大きい人だ)。
みんだらmindara［名］耳だれの出る者。中耳炎などで耳から黄色い膿が出る人。
みんちっちゃmintlittIa［名］耳の切れた人。耳を怪我して一部を失った者。
みんど－mindo：［名］（新）面倒。手をわずらわすこと。うるさいこと。⑬ひとうん
みんど一ゆかきい（人に面倒をかける)。
みんなminna［名］（植）スベリヒユ。道ばたなど陽のあたる所に生える一年草で、茎は
根もとから分枝する。薬用。
みんなminna［名］（地）水納。多良間村にある水納島。多良間島の北へ約１キロ行った
所にある小島。みんなじいまとも言う。今では四世帯ほどに減っている。面積は多良間
島19.98平方キロ、水納島2.58平方キロ。両島ともサンゴ礁島で、島尻マージ土壌。
みんないminnai［名］耳なり。病気などの時、耳の中で何か音が聞こえるように感じる
こと。⑳みんないぬどうひ－うい（耳なりがしている)。
みんなじぃまminnadzYma［名］（地）水納島。多良間島の北に浮かぶ周囲ｌキロ程の小
島。単にみんなとも呼ぶ。島の人は漁業で生活を営む。
みんぬあかminnuaka［名］耳垢。耳にたまる汚れ。⑬みんぬあかうふうつじ－と
うい（耳垢は擦って取る)。
みんぬつすminnussu［名］耳糞。耳の垢。耳にたまった汚れ。みんぬあかとも言う。⑳
みんいつす－ちいきだきいばうひ－とうい（耳糞をマッチ棒でとる)。
みんいつすいminnussui［名］耳の薬。耳の病気を治すための薬。⑳みんいつすいゆ
ぬん（耳の薬を飲む)。
みんぴしらmimpilira［名］つんぼ。耳の聞こえない人。みんぴしりむいとも言う。また、
みんぐとも。
みんぴしりかんmimpiIirikaU［形］耳がよく聞こえない状態。⑳ぱ_みんぴしりかい
ばま－ぬ－ちぃかいん（ぼくは耳が遠いので、あまり聞こえない)。
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みんぴしりむぬmimpiIirimunu［名］つんぼ。耳がよく聞こえない者。みんぴしら、み
んぐとも言う。
みんびゃ－mimbjax［名］耳が早いこと。耳ざといこと、またその人。⑳ばんていが
しゅ－や～(ぼくらのおじいさんは耳ざとい者だ)。
みんびゃ－かんmimbjaxkaU［形］耳が早い。耳ざとい。⑬っぶあ－～(君は耳が早い)。
みんぴゃ－ぴとうmimbjaxbitu［名］耳が早い人。単にみんぴや－ともなる。⑳かりや
－～(彼は耳が早い人だ)。
みんびゃ－むぬmimbjaXmunu［名］耳が早い者。耳ざとい者。みんびや－ぴとうとも言
う。⑳みんびや－むぬ－なうぬまいどうちいき－ふうう（耳ざとい者は何でも聞
いて来る)。
みんふうじい－miUfudzfx［名］耳をほじくること。⑳かいがふうしや_～(彼の癖
は耳をほじくることだ)。
みんふうつじやmiUfudd3a［名］耳をほじくる者。⑬かりや－～(彼は耳をほＣくる者
だ)。
む
む－ｍｕｘ［名］六。六つ。五の次の数字。てい_（－)、た－（二)、み－（三)、ゆ－
（四)、いちい（五)、む－（六)、なな（七)、や－（八)、くく（九)、とう－（十）と
数える時に用いる。
む－ｍu:［名］藻。水草や海草の総称。花の咲くものはその中に入れない。⑳む－ぬ
ういい（藻が生える)。
む－ｍu:［名］喪。身内の人が死んだ時、ある期間公的な交際を慎むこと。⑬tR-ん
ふうくしぃ（喪に服する)。
む－あきｍｕ:aki［名］喪明け。喪に服する期間が終わること。⑳きゅ－ひ－～(今日
で喪明けだ)。
む－しぃmuxsY［動］燃やす。火が燃えるようにする。情熱を燃やすなどの表現はない。
⑳うまつちゅ～(火を燃やす)。
む－しいむぬｍｕ:s1munu［名］燃やす物。薪類など火を起こす物。⑳たむぬなぎむ－
しいむい_とうみ_くう（薪など燃やす物を探して来い)。
むし、ｍｕｉ［名］漏り。水などが染み通ること。あまむい（雨漏り)。むいかた（漏り方)。
⑳あまむいぬどうちゅ－かい（雨漏りが強い)。
むし、ｍｕｉ［動］盛る。土砂などを積み上げる。⑳んたう～(士を盛る)。
むし、ｍｕｉ［動］もぐ゜果物などを摘む。⑳ふうにゅ－ゆき_から～(ミカンを木から
もぐ)。
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むし、ｍｕｉ［動］漏る。水などが物から染み通って出る。⑳あみいていんじよ－から
～(雨が天井から漏る)。
むいあがいmuiagai［動］燃え上がる。燃え方が勢いよく、炎が高くなる。⑳うまちい
ぬ～(火が燃え上がる)。
むいいｍｕｉｉ［動］燃える。火がつき、炎が上がる。⑳かび－ぬ～(紙が燃える)。
むいかmuika［名］六日。五日の次の日。むゆかとも言う。ちぃいたちぃ（－日)、ふう
ちいか（二日)、み－か（三日)、ゆ－か（四日)、いちいか（五日)、むいか（六日)、
ないか（７日)、や－か（八日)、くぐいか（九日)、とうか（十日）のように数える。
むいかたmuikata［名］漏り方。雨などが物に染み通って出る仕方。⑳あみいむいか
たぬやぐみかん（雨の漏り方が大変だ)。
むいかたmuikata［名］燃え方。火の燃える様子。⑬うまちいぬむいかたうみ－う
り（火の燃え方を見ていろ)。
むいかたmuikata［名］もぎ方。果物などを木からもぐ方法。⑳ん－たうむいかたう
なら－し（木の実のもぎ方を教えろ)。
むいがらmuigara［名］燃え殻。燃えた後に残る殻。⑳むいがらうあちぃみる（燃え
殻を集めろ)。
むし､じゃうきmuid3auki［名］箕。穀物をのせてゆすり、粗いものを取り除く農具。⑳
むいじゃうきひ－まみがらうとうい（箕で豆殻を取る)。
むいちいきい、uitsIkii［動］（新）燃え尽きる。全て燃えてしまう。⑳や－やむいち
いき_にや－ん（家は燃え尽きてしまった)。
むいちいふうmuitsTfu［動］燃え付く。何かに火が伝わって燃える。
むし､ぬくいmuinukui［名］燃え残り。最後まで燃えないで残ったもの。⑳かまどうぬ
なかんどうむいぬくいぬあい（かまどの中に燃え残りがある)。
むし､ぬくいmuinukui［動］燃え残る。全部は燃えないである。⑳たむぬいどうむいぬく
り－うい（薪が燃え残っている)。
むいんｍｕｉＵ［名］（新）無援。両者間に何の関係もないこと。むいんぷとうき（無縁
仏)。むいんばか（無縁墓)。
むいんばかmuimbaka［名］（新）無縁墓。血縁関係にある人がいなくなった墓。西原は、
昔は風葬を行っていた。従って特別に墓をつくるようになったのは、最近のことである。
むいんぷとうきmuimbutuki［名］（新）無縁仏。血縁関係の人がいなくなった死者の霊。
むかむかmukamuka［副］（擬態）むかむか。吐気を催して胸がむかつく様子。⑳んに
ぬどうむかむかてい－ひ－うい（胸がむかむかしている)。
むきいmukii［動］（新）剥ける。はがれる。皮などが本体から離れた状態になる。⑳か
－ぬ～(皮が剥ける)。
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むぎや－い、ugjaxi［動］濁る。水が不純になる。⑬いんいみじいぬどうむぎや_リ
ーうい（海の水が濁っている)。
むぎや－らしいmugjaxrasf［動］濁らす。濁るようにする。⑳か－ぬみつじゅ～(井
戸の水を濁らす)。
むぎや－りいmugjaxrii［動］濁る。水がきれいでなくなる。⑳みじいぬ～(水が濁る)。
むきよ－ん－たmukjoznxta［名］（植）ツルグミ。グミ科。常緑の藤本。核果は赤い楕円
形で食用。茎は薬用となる。
むくｍｕｋｕ［名］婿。結婚後、妻の家族の一員になる人。ゆみ（嫁）の対義語。⑳かり
や－ばんていが～(彼は我々の婿だ)。
むくいmukui［名］（新）報い。報復。何かの結果として自分にはね返って来るもの。⑳
うりや－かんぬ～(それは神の報いだ)。
むぐいmugui［名］潜り。海などにもぐること。正式の許可を得ないで物事をする人の
意はない。⑳ふうかいんぬむぐいやうとうるしいかん（深い海での潜りは恐い)。
むぐいmugui［動］潜る。海などで体を水中に隠すようにする。⑳いんいすくんかい
～(海の底に潜る)。
むくきゃうだし、mukukjaudai［名］婿兄弟。姉妹の婿同士のこと。⑳かぬきや－
～(彼らは婿兄弟だ)。
むくじmukud3i［名］（新）目次。書物の内容を小さく分けた題目を順序よく配列したも
の。⑳むくじゅ_みい（目次を見る)。
むくよ－しmukujoXli［名］（新）婿養子。実子に対して、婿となって養子縁組のような
関係になること。
むくんmukuU［動］むくむ。体がふくらむ。⑳てい－ぬぱたぬどうむくみ_うい（手
の平がむくんでいる)。
むさｍｕｓａ［名］猛者。相手から恐れられている強者。また童名の一つ。
むしぃｍｕｓＹ［名］虫。昆虫。這ったり飛び回る小さい動物。あかい（蟻)、か－らじい
みや（セミ)、かた（バッタ)、や－んぼ_（ホタル）など。⑳むつすとうい（虫を採
る)。
むじぃmudzf［名］（植）麦。穀物の一種。六月頃実り長いのぎを出す。主食として世界
的に重要な植物。イネ科。うふむじぃ（大麦)、いみむじぃ（小麦)。
むしいが－しぃmusYgaZsT［名］虫下し。腹の中の回虫などを殺し体の外に出す薬。５０
年代頃までは回虫は多かったが、今はほとんど見られなくなった。
むしぃかぐmusfkagu［名］虫籠。虫を入れて飼うための篭。⑳むしいかぐんかいむつ
すいりい（虫篭に虫を入れる)。
むじいがらmudzfgara［名］麦わら。麦の種を取った後の茎のこと。⑳むじいがらう
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とうい（麦むらを取る)。
むじいぐ－mudzYgux［名］麦の粉。麦を潰して細かくしたもの。⑳むじいぐ_ひ－ば
んいちゆふうう（麦粉でパンをつくる)。
むじいふうんmudzffuU［名］麦踏み。麦を丈夫にするため、春に芽を踏むこと。⑳はる
んなむじぃふうんぬあしぃ（春には麦踏みをする)。
むじいまいmudzImai［名］麦飯。麦を米にまぜた食べ物。⑳むじいまいぬにい（麦
飯を煮る)。
むしみがにmulimigani［名］（新）虫めがね。小さい物を大きくして見るための凸レン
ズ。拡大鏡。⑳いみじぃ－ゆむしみがにひ－みい（小さい字を虫めがねで見る)。
むしゃむしゃmulamula［副］（擬声）むしゃむしゃ。行儀の悪い食べ方をする時の状態。
⑬まいゆ～ふあうに飯をむしゃむしゃ食べる)。
むじやむじゃmud3amud3a［副］（擬態）むじやむじや。毛が多く生えている様子。⑳ひ
ぎぬ～ういい（髭がむじやむじや生える)。
むじゆむじゆmud3umud3u［副］（擬態）うじゃうじゃ。虫などが多く動く様子。
むじよ－mud30X［名］（新）無情。思いやりがないこと。むじよ￣なむぬ（無情な者)。
⑳かりや－やぐみ～(彼女は大変な無情だ)。
むすうmusuu［動］（新）結ぶ。糸やひもなどの端と端とをくっつけて締め、離れないよ
うにする。しいまい（しばる）とも言う。⑪いとうとういとう_～(糸と糸を結ぶ)。
むたぎいmutagii［動］持ち上げる。荷物などを手に持って上の方に上げる。⑳に－ゆ
～(荷物を持ち上げる)。
むたりいmutarii［動］（新）もたれる。食べすぎて胃が痛む。⑳うふがいぬどうむた
り－うい（胃がもたれている)。
むちあがいmutIiagai［名］（新）持ち上がり。担任教師が年度が変わっても同じ学級を
受け持つこと。
むちぐみmutligumi［名］（新）もちごめ。粘りが強く、餅にするのに適した米。
むち〈んmutlikuO［動］（新）持ち込む。持って運び入れる。⑳としょかんかいくん
と_ゆ～(図書館に弁当を持ち込む)。
むちぃmutsT［名］漆喰。石炭をふのりを溶かした液体に入れ、すさを入れたもの。瓦
にぬって固めたりする。
むちぃmutsY［動］持つ。手に取って支える。また自分のものとして保つ。⑳に－ゆ
～(荷物を持つ)。でいんぬどうむち－うい（金を持っている)。ちいむ一ちゅ－
<むち－あっす（心を強く持ってやれ)。ただし、「天気は持ちそうだ｣、「夕食まで
腹が持たない」などの表現はない。
むちぃ－mutsfx［名］餅。もち米を蒸してついた食べ物。正月に飾ったりする。あんむ
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ちぃ－（餡の入った餅)。
むちぃかいしぃmutsfkaisY［動］持ち返す。持ち直す。⑳やんなむちぃかいひ－どう
うい（病気は持ち直している)。
むちいかしいかんmutslkasrkaU［形］難しい。行動や解決することが容易でない。⑳う
ぬむんだいや～(その問題は難しい)。
むちぃかたmutsfkata［名］持ち方。手で支える方法。⑳かいがむちぃかたうみ－
る（彼の持ち方を見ろ)。
むちぃかんmutsfkaU［形］粘っこい。のりのようにねばねばしている。しつこいの意味
はない。むつちやかんとも言う。⑳むちぃ－や～(餅は粘っこい)。
むちぃでいま－mutsidimaz［名］持ち手間賃。運搬賃。ていま－は賃金のこと。
むちぃなういmutslnaui［動］持ち直る。病気などがよくなる。⑳やんなむちぃなう
り－どううい（病気は持ち直っている)。
むちぃなうしぃmutsfnausf［動］持ち直す。病気がよくなる。また荷物などの持ち方を
変える。⑳やんぬ～(病気が持ち直す)。に－ゆひだいでい－からんじぃでい－ん
かい～(荷物を左手から右手に持ち直す)。
むちぃぱ－うさmutsfbaxusa［名］（植）ツクシメナモミ。キク科。陽あたりのよい所に
生える一年生草本。茎は直立し、葉は三角状のとがり対生。花は黄色で、茎の先の方に
集まって咲く。
むちいむぬmutsfmunu［名］粘っこいもの。のりのようにねばねばしたもの。むつちや
むいとも言う。⑳むちいむぬんかいかかいな（粘っこいものにさわるな)。
むちぃよ－mutsfjoz［名］持ち様。持ち方。手に取って支える方法。むちぃかたとも言
う。⑪かいがむちぃよ－ゆみ－る（彼の持ち方を見ろ)。
むちやいいmutlaii［動］もたれる。よりかかる。何か他のものに支えられる。⑳んぶか
んばぬんむちやいいな（重い！ぼくにもたれるな)。
むちやしぃmutlasf［動］持たす。持たせる。手で取るようにさせる。また負担させる。
⑪ばちいてい－ひ一はきつちゅ～(罰としてバケツを持たせる)。むいふあうだい
やいあんむちやし（食事代の勘定は父に持たせ)。
むつＬぃmussY［動］むしる。つかんで引き抜く。⑭っさう～(草をむしる)。
むつすmussu［名］筵。藺草やわらなどを編んでつくった敷物。ながむつす（長い筵)。
まるむつす（短い筵)。⑳むつす－しいちい（筵を敷く)。
むつちやかんmuttlakaO［形］粘っこい。のりなどのようにねばねばしている。むちぃ
かんとも言う。⑳どうる－～(泥は粘っこい)。
むつちやむつちやmuttjamuttIa［副］（擬態）くたくた。ねばねば。粘りけのあるもの
がねばつく様。⑳てい－ぬあしひ－～ひ－うい（手が汗でべたべたしている)。
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むってい－mutti：［副］むつと。熱気や匂いで息がつまりそうになる様子。⑳ん－なが
いちぃぬ～あしぃ（皆の息がむっとする)。
むでいいmudii［動］ひねる。ねじ曲げる。手でねじる。⑳うでゅ－～(腕をねじ曲げ
る)。
むていなしぃmutinasT［名］（新）もてなし。接待。心を込めて対応すること。⑬ひとう
むてぃなっさちいぬかぎかいばどうひらいい（人をもてなすのは心がよいからでき
ることだ)。
むていなしぃmutinasf［動］（新）もてなす。接待する。心を込めて応対する。たかさあ
しぃとも言う。⑳やまとうからぬひとう_～(本土からの人をもてなす)。
むでいま－しぃmudimaXsT［動］ひねり回す。ねじり回す。手でねじって回転させる。
単にむでいいとも言うが、むでいま－しぃの方が強い力が加わる。⑳かいなう～(腕
をひねり回す)。
むとうｍｕｔｕ［名］もと。はじめ。起源。また利益を生じさせる元金。及び草木の株を数
える接尾語。⑳むとうからぬかんがいゆあいじ－ちぃかし（もとからの考えを話
して聞かせろ)。うぬかいしや_むとうぬどうかかり_うい（その会社はもと
がかかっている)。ひとうむとう（一株)、ふうたむとうに株)、みむとう（三株)、ゆ
むとう（四株)、いちいむとう（五株)、むむとう（六株)、ななむとう（七株)、やむと
う（八株)、くくむとう（九株)、とうむとう（十株）と数える。
むとうｍｕｔｕ［名］（新）もと。下。その人の勢力の及ぶ範囲。その支配を受けている旨
を示すこと。⑳うやぬむとう－はなりいな（親のもとを離れるな)。
むとうｍｕｔｕ［名］もと。元。以前の時。また以前そうであったことを表わす。⑭むとう
ぬや－んかいむどうい（もとの家に戻る)。かや－むとうこ－ちよ－ど－（彼
はもと校長だぞ)。
むどういmudui［名］戻り。戻ること。いちい（行き）の対。むどういんちぃ（戻り道)。
むどういmudui［動］戻る。元の所や状態に返る。また後ろへ引き返す。⑳や－んかい
～(家に戻る)。いちりぱか－い～(－里ぐらい戻る)。
むどういんちぃmuduintsf［名］戻り道。帰り道。⑳むどういんつちゆばつし－にや
－ん（戻り道を忘れてしまった)。
むどうしぃmudusT［動］戻す。元へ返す。吐き出す意味では用いない。⑳かいたいで
いんい～(借りた金を戻す)。
むとうじいまmutudzYma［名］元島。もと集落のあった所。とうむいぬむとうじいま
（友利の元島)。城辺町の友利は、以前現集落より下の海よりにあったが、津波の影響で
上の方に移動した。
むとうでいんmutudiO［名］元金。何か事業をおこす時の資本金のこと。⑳むとうでぃ
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んな｜よ_ざあり（資本金はたくさんある)。
むとうに－mutuniX［名］もと値。仕入れた時の品物の値段。う－に－（売り値）の対義
語。⑬むとうに－やいかつさやいば（元値はいくらか)。
むとうみｍｕｔｕｍｉ［名］（新）求め。要求すること。⑳しゅくむとうみや_く－むぬ
（職を求めるのはきつい)。
むとうみいmutumii［動］（新）求める。要求する。⑳みんかいゆ～(面会を求める)。
むとうむとうmutumutu［副］（新）元々・初めから。以前から。元来。むとうむとうか
らぬしいかま（元々からの仕事)。
むとうや－mutujaz［名］本家。－門。一族の中心になる家。普通長男が継承する。位牌
を置き、一門・一族の行事を中心に行う。
1999年１２月８ 日に名嘉真三成さんが急逝されました。１９８８年の「琉球の方言』１３号
いた「宮古西原方言の語彙」は、残念ですが今号のVlIlをもって終了するからご執筆いただいた「宮古西原方言の語彙」は、残念です
ことになりました。この原稿は生前にご提出いただいたものです。１０年もの長い間連載
<ださり、またいつも変わらず研究所にお寄せくださった名嘉真さんのご好意に心から感
謝致しますと共に、謹んでご冥福をお祈りいたします。本稿の校正は、教え子の中本謙さ
んにお願い致しました。
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